
平成１５年度 森林環境教育全国シンポジウム 
ふりかえり、まなび、つくる。里山の暮らしと私たちの未来 

－地域活動をつなぐ森林環境教育フォーラムの設立に向けて－ 

〔開催概要〕 
 
【開催趣旨】 
近年、地球温暖化防止や生物多様性の保全など地球規模での環境問題の解決が求められる中で、

森林の有する多面的な機能の重要性に対する認識が高まっています。特に熱帯林を中心とした森林

資源の減少・劣化を食い止めるためには、持続可能な森林経営の推進や「資源循環型社会」の構築

が必要と考えられており、我が国においても森林を適切に整備・保全し有効に活用することが求め

られています。 

また、我が国では、かつて森林と人々の暮らしが密接な関係を保ち、農山村の人々は生活の中で

薪炭材や落葉堆肥などの森林資源を利用し、文化ともいえる森林の整備や利用に関わる技術や知識

を育んできました。しかしながら、昭和 30 年代のエネルギー革命に象徴されるように、戦後、人々

の生活様式は急激に変容を遂げ、森林と人との関係が希薄化し、従来人々の手によって維持・管理

されてきた森林が放置されるとともに、これまで受け継がれてきた「森林と木の文化」の継承が危

ぶまれる状況に至っています。 

このような中で、人々の生活や環境と森林との関係について理解と関心を深める「森林環境教育」

の実践を通じて、幅広い人々が環境との調和や資源の循環利用について学び、「森林と人とが共生

する社会」の実現を目指していくことが求められています。特に里山は、森林と共存してきたかつ

ての人々の暮らしの中で培われてきた森林の整備や利用に関わる技術や知識を再発見する身近な

フィールドとして注目されています。 

また、こうした活動が広がり定着していくためには、実践者による交流の輪をつくり、恒常的な

情報発信と交流を進めることによって、様々な地域で活動を創出・活発化する必要があります。 

本シンポジウムは、「森林環境教育」を実践する各方面の関係者が集い、その成果と今後の課題

について里山をキーワードとした討議と情報交流を行うことを目的に開催します。さらに、地域に

根ざした活動が協働により組織化し定着していくためのネットワーク「森林環境教育フォーラム」

の設立に向けた検討を行います。 

 

 

【開催日時】 平成 15 年９月 27 日(土)10:00 開会 ～ 28 日(日)15:00 閉会 

 

【開催場所】 山口県セミナーパーク 

〔住所〕〒754-0893 山口市大字秋穂二島 1062 〔電話〕083-987-1410 

 

【参加者数】 150 名（行政機関、森林組合、森林環境教育の実践者・賛同者等） 

 

【主   催】 全国森林組合連合会 

 

【事務局問合先】 全国森林組合連合会 組織部 組織グループ 

〔住所〕〒101-0047 東京都千代田区内神田１-１-12 

〔電話〕03-3294-9717 〔FAX〕03-3293-4726 

〔http〕www.zenmori.org/hureai/index.html 

 

 

 

 

 



【プログラム内容（予定）】 

９月 27 日(土) 

全体会 第１部 『里山文化構想をめぐって』 ＜講堂＞                 〔定員 150 名〕 

10:00～10:30 

「主催者挨拶」全国森林組合連合会 

「我が国の森林・林業と森林環境教育(仮)」林野庁（予定） 

「里山文化構想の理念と推進(仮)」山口県（予定） 

全体会 第２部 『森林環境教育の活動が地域をつくる』 ＜講堂＞ 

10:30～12:00 

「森林環境教育とは」川嶋 直、佐藤敬一 

「里山風景～スライドショー」水野一男、西 直人 

「旗揚げ世論調査」川嶋 直 

分科会 ＜一般研修棟２階 201～205＞ 

13:30～17:00 

分科会１「里山の暮らしにある木の文化を見直す」水野一男           〔定員 20 名〕 

分科会２「森林環境教育としての里山プログラム」佐藤敬一、西 直人      〔定員 40 名〕 

分科会３「地域に学ぶ、森林の育成と利用」原島幹典              〔定員 20 名〕 

分科会４「まちとむらを結ぶ森林環境教育～下流域住民と森林・里山を結ぶ～」鹿住貴之〔定員 20 名〕 

分科会５「森林環境教育に必要な体験学習的教育手法を学ぶ」川嶋 直、高田 研 〔定員 40 名〕 

交流会 ＜管理棟２階会議室＞                          〔定員 150 名〕 

18:00～20:00 

 

９月 28 日(日) 

分科会 ＜一般研修棟２階 215～220、一般研修棟１階セミナー室２＞ 

９:00～12:00 

分科会１「森林環境教育・木工教室のプログラム作り」水野一男         〔定員 20 名〕 

分科会２「森林環境教育としての里山プログラム」佐藤敬一、西 直人       〔定員 40 名〕 

分科会３「環境林業について考える」原島幹典                 〔定員 20 名〕 

分科会４「まちとむらを結ぶ森林環境教育～下流域住民と森林・里山を結ぶ～」鹿住貴之〔定員 20 名〕 

分科会５－１「学校教育部会」川嶋 直                    〔定員 20 名〕 

分科会５－２「生涯学習部会」高田 研                    〔定員 20 名〕 

全体会 ＜講堂＞                                〔定員 150 名〕 

13:30～15:00「森林環境教育フォーラムの立ち上げへ向けて」パネルディスカッション 

 

〈注１〉分科会は、９月 27 日と 28 日の連日とも同じ分科会への参加となります（途中変更不可）。 

なお、27 日の分科会５の参加者は、28 日は分科会５－１、分科会５－２に分かれます。 

〈注２〉９月 26 日の前泊および 27 日の宿泊（山口県セミナーパーク宿泊棟）を参加申込時に承ります 

が、数に限りがあります。 

〈注３〉シンポジウム会場の山口県セミナーパークはＪＲ小郡駅新幹線口から車で 10 分程度です。 

〈注４〉上記プログラム内容が若干変更する場合があります。参加申込書等を添付した確定版の開催案 

内は追って告知いたします。 


